
 ❉  第  ４7 回 災 害事 例 研 究 会 開 催 案 内  ❉  

 
第４７回災害事例研究会を下記要領にて開催いたします。今回は、３年前の大震災による東電福島事故及び 
最近多発しました化学プラント事故の教訓を関係者の方からお話しを頂きます。多数ご参加いただきますよう 
ご案内いたします。 
 
■主    催： 特定非営利活動法人 安全工学会■協 賛：公益社団法人化学工学会安全部会（依頼予定） 

■日    時： ２０１４年７月１４日（月） １３時３０分～１６時５０分  （開場 13時） 

■会    場： 化学会館 ５０１会議室 東京都千代田区駿河台１－５ TEL:０３－３２９２－６２４６ 
（JR 御茶ノ水駅 徒歩３分、地下鉄丸の内線 御茶ノ水駅 徒歩５分） 

■プログラム： 

１３：３０ 

～ 

１５：００ 

「福島原子力事故の反省と原子力安全改革プランの取組状況について」 

東京電力株式会社 ソーシャル・コミュニケーション室 傳田康貴 氏 

前半は、2011年 3月 11日の東北地方太平洋沖地震による福島原子力事故の進展やこれまでに
判明した事項に焦点を当てて説明する。事故時の各プラント挙動や設備被害の状況、事故当時
に策定していたアクシデントマネジメント対策の機能喪失などを取り上げる。後半は、事故を
踏まえた設備面や運用面での対策の観点で、主に「原子力安全改革プラン」の内容と現状の取
組状況について報告する。設計ベースを超える領域の状態をも織り込んだ深層防護対策、事故
発生以降の時間経過を意識した“フェーズドアプローチ”、ＩＣＳ（Incident Command System）
の考え方を志向した緊急時組織の改編などを取り上げる予定である。 

 意見交換 

１５:１５ 

～ 

１６：４５ 

「最近の化学事故の教訓」 

 独立行政法人産業技術総合研究所 客員研究員 若倉正英 氏 

最近の化学プラントでは、火災や爆発により人命が失われる重大災害が発生している。これら
の事故の調査を担当された学識経験者や、保安行政を担当する部門（石油コンビナート等災害
防止3省連絡会を設置）が背景要因を含めて、様々な視点で原因の分析を行っている。これらの
解析結果を踏まえて、化学災害防止のためのポイントと、企業が自主的に安全を評価し改善す
るための仕組みである「保安力評価について」解説する。 
 意見交換 

◇定    員 ： ４０名 

◇参 加 費 ： 会員 ８，０００円、 非会員 １０，０００円 

◇申込方法 ： 聴講ご希望の方は、ホームページのオンライン催物申込、または下記参加申込書に 
ご記入の上、ＦＡＸまたは郵送でもお申込みができます。 
折返し、聴講券、会場案内図、請求書、振替用紙等をお送りいたします。 
※  聴講券は当日必ずご持参下さい。 

◇申込期限 ７月４日（金） 
申込及び問合せ先： 

安全工学会 〒１０３－００２５ 東京都中央区日本橋茅場町３－５－２ アロマビル６F 

 TEL：０３－６２０６－２８４０   ＵＲＬ：ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｊｓｓｅ．ｏｒ．ｊｐ/ 

 FAX:０３－６２０６－２８４８   Ｅ－ｍａｉｌ：Ｊｓｓｅ－２００４＠ｎｉｆｔｙ．ｃｏｍ 

 
 
第 47 回災害事例研究会 参加申込書 

勤 務 先  会員種別 

会員 ・ 非会員 所属部課  

所 在 地 〒       －  

支払方法 

 

・ 銀行振込  

・ 郵便振替 

 

 ＴＥＬ：                  ＦＡＸ： 

 Ｅ－ｍａｉｌ： 

(ふりがな)  どちらかに○を付けて

ください 
氏   名  

安全工学会 行 FAX：03-6206-2848 

２０１４年    月     日 


